
現
代
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
的
危
機
と

周
縁
的
創
造
性
に
つ
い
て

木
　
村

武
　
史

　
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
宗
教
地
図
を
描
こ
う
と
し
た
M
一
マ
ー
テ
ィ
は
ア
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

リ
カ
の
新
宗
教
と
し
て
東
洋
起
源
の
諾
宗
教
を
含
め
た
。
一
九
六
〇
年
代
以
降

メ
イ
ソ
ラ
イ
ソ
は
も
は
や
メ
イ
ソ
ラ
イ
ソ
と
い
う
よ
り
オ
ー
ル
ド
ラ
イ
ソ
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

っ
た
と
い
う
H
画
コ
ッ
ク
ス
、
E
曲
ゴ
ゥ
ス
タ
ッ
ド
は
ア
メ
リ
カ
宗
教
史
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

け
る
宗
際
化
の
始
ま
り
に
ア
メ
リ
カ
の
禅
仏
教
を
あ
げ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
杜

会
は
一
九
六
〇
年
代
以
降
変
化
L
た
と
い
わ
れ
る
が
、
同
じ
く
ア
メ
リ
カ
の
宗

教
的
様
相
も
大
ぎ
く
変
貌
し
た
。
ア
メ
リ
カ
史
に
お
い
て
一
九
五
〇
年
代
は
如

何
た
る
時
代
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
続
く
六
〇
年
代
に
生
じ
た
宗

教
的
変
動
と
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
宗
教
的
変
動
に
お
い

て
、
特
に
東
洋
起
源
の
諾
宗
教
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
い
わ
れ
る
が

そ
の
意
味
は
何
で
あ
る
の
か
。

　
本
論
で
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
杜
会
の
歴
史
的
危
機
の
状
況
の
意

味
を
間
い
つ
つ
、
六
〇
年
代
の
宗
教
運
動
の
中
で
、
特
に
東
洋
起
源
の
諸
宗
教

の
意
味
を
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
考
察
は
、
移
民
の
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
に

移
民
L
た
人
々
の
民
族
的
ア
イ
デ
ソ
テ
ィ
テ
ィ
を
支
え
る
民
族
宗
教
と
し
て
の

東
洋
宗
教
で
は
た
く
、
そ
の
境
界
を
越
え
て
宗
教
集
団
と
し
て
ア
メ
リ
カ
杜
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

に
存
在
し
て
い
る
東
洋
宗
教
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
る
。
そ
の
際
、
注
意
す
べ

き
こ
と
は
、
そ
の
地
理
的
起
源
が
イ
ソ
ド
、
チ
ベ
ッ
ト
、
そ
し
て
、
日
本
と
様

様
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
伝
統
を
支
え
て
き
た
キ
リ
ス
ト
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

と
の
対
比
に
お
い
て
一
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本

論
に
お
い
て
も
東
洋
宗
教
と
い
う
一
カ
テ
、
「
一
リ
ー
の
ア
メ
リ
カ
に
お
げ
る
そ
の

意
味
を
間
う
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
宗
教
は
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム

か
ら
新
宗
教
、
黒
人
の
宗
教
、
原
住
民
ア
メ
リ
カ
ン
。
イ
ン
デ
ィ
ア
ソ
の
宗
教

ま
で
総
て
を
含
む
が
、
こ
れ
ら
総
て
を
考
慮
に
入
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
東
洋
宗

教
の
意
味
を
論
ず
る
こ
と
は
筆
者
の
現
在
の
能
力
を
越
え
て
い
る
の
で
、
そ
れ

は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
と
思
う
。

本
論
の
視
点

　
宗
教
学
は
宗
教
の
統
合
的
理
解
を
中
心
に
そ
の
営
み
を
展
開
し
て
き
て
い
る
。

特
に
、
R
国
オ
ッ
ト
ー
か
ら
J
。
ワ
ッ
ハ
、
M
国
エ
リ
ア
ー
デ
ヘ
と
続
く
、
宗

教
の
現
象
学
的
研
究
を
唱
道
す
る
立
場
は
宗
教
の
独
自
性
と
そ
の
不
可
還
元
性

を
強
く
主
張
し
つ
つ
、
宗
教
を
統
合
的
に
理
解
す
る
こ
と
を
宗
教
学
の
課
題
と
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し
て
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
宗
教
学
者
の
関
心
は
一
貫
し
て
宗
教
現
象
の
理

解
に
あ
る
。
宗
教
現
象
の
理
解
と
は
、
宗
教
体
験
独
自
の
意
味
を
そ
れ
自
身
に

お
い
て
把
握
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
宗
教
体
験
が
顕
わ
に
さ
れ
る
歴
史
的
画
杜
会

的
国
文
化
的
特
殊
性
の
意
味
を
把
捉
し
、
そ
の
相
互
を
整
合
的
に
理
解
す
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
換
言
す
れ
ぼ
、
宗
教
の
普
遍
的
構
造
性
と
歴
史
的
特
殊
性
を

統
合
的
に
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宗
教
現
象
の
全
体
的
意
味
を
理
解
L
よ

う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
に
は
、
現
象
学
研
究
に
よ
る
宗
教

の
意
味
の
解
釈
と
杜
会
学
的
、
人
類
学
的
研
究
に
よ
る
宗
教
の
ダ
イ
ナ
ミ
ィ
ク

な
歴
史
的
、
実
践
的
側
面
の
研
究
の
間
の
方
法
論
的
間
題
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
宗
教
の
統
合
的
理
解
を
目
指
す
時
、
両
者
の
方
法
論
上
の
前
提
、
原
則
が

間
い
に
付
さ
れ
、
再
構
成
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
宗
教
の
統
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

的
理
解
と
は
単
な
る
諾
研
究
の
方
法
の
結
合
で
は
な
い
。
」
そ
れ
故
、
こ
の
方
法

論
的
間
題
を
創
造
的
緊
張
と
し
て
発
展
的
に
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
本
論
の
方
法
論
的
視
座
は
何
か
。
宗
教
は
R
。
オ
ッ
ト
ー
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

M
伺
エ
リ
ア
ー
デ
ら
が
述
ぺ
て
い
る
よ
う
に
、
聖
な
る
も
の
の
体
験
で
あ
る
。

聖
な
る
も
の
の
体
験
は
聖
と
俗
の
弁
証
法
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
聖
な
る
も
の

の
体
験
に
よ
っ
て
俗
な
る
も
の
が
際
わ
だ
た
さ
れ
、
自
已
が
聖
な
る
申
心
か
ら

疎
外
さ
れ
て
い
る
・
」
と
に
気
付
く
。
俗
な
る
領
域
に
属
す
る
自
已
は
失
わ
れ
た

聖
な
る
も
の
の
回
復
を
求
め
る
。
あ
る
い
は
聖
な
る
も
の
と
の
交
わ
り
の
回
復

を
求
め
る
。
重
た
、
聖
な
る
も
の
の
体
験
は
主
体
の
実
存
的
危
機
で
も
あ
る
。

な
ぜ
た
ら
ぱ
、
聖
な
る
も
の
の
体
験
は
主
体
に
聖
な
る
も
の
と
俗
な
る
も
の

と
の
選
択
を
迫
る
か
ら
で
あ
る
。
聖
な
る
も
の
に
回
帰
す
る
こ
と
は
、
同
時
に

俗
た
る
も
の
を
失
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
重
た
、
C
曲
ロ
ソ
グ
が
述
べ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
ゾ

よ
う
に
、
宗
教
は
世
界
の
新
た
な
形
式
の
聖
性
の
了
解
と
体
験
に
基
く
。
そ
れ

は
常
に
新
し
さ
を
帯
び
て
い
る
。
そ
れ
が
新
た
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は

俗
な
る
旧
い
世
界
が
危
機
に
晒
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
故
、
宗
教
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

験
に
は
常
に
世
界
創
造
的
次
元
（
8
竃
O
σ
q
O
臥
O
出
冒
彗
ω
一
9
）
が
含
ま
れ
る
。
世

界
創
造
と
は
聖
た
る
体
験
に
基
づ
く
宇
宙
・
杜
会
個
文
化
画
人
問
に
関
わ
る
一

切
の
構
造
の
再
創
造
を
意
味
す
る
。
特
に
、
時
間
一
空
聞
の
新
た
な
方
向
づ
け

（
o
H
一
彗
薫
一
〇
）
、
新
た
た
意
味
の
根
源
の
創
造
が
為
ざ
れ
る
。
そ
れ
は
常
に
具
体

的
で
、
人
間
的
領
域
の
総
て
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
受
け
止

め
ら
れ
る
。
こ
の
宗
教
体
験
の
世
界
創
造
的
次
元
の
意
味
を
把
握
す
る
こ
と
を

本
論
の
方
法
論
的
視
座
と
す
る
。

　
宗
教
学
は
宗
教
の
理
解
を
そ
の
申
心
的
課
題
と
し
て
い
る
。
こ
の
宗
教
学
の

課
題
を
継
承
し
つ
つ
、
本
論
に
お
い
て
は
、
現
代
に
お
げ
る
一
九
六
〇
年
代
ア

メ
リ
カ
の
宗
教
運
動
の
世
界
創
造
的
次
元
に
考
察
の
焦
点
を
当
て
、
議
諭
を
進

め
よ
う
と
思
う
。
但
し
、
本
論
は
宗
教
学
の
課
題
で
あ
る
宗
教
の
統
合
的
理
解

の
為
の
予
備
的
考
察
に
過
ぎ
た
い
。
つ
ま
り
、
本
論
は
宗
教
の
歴
史
的
特
殊
性

に
考
察
の
重
点
を
置
く
。
特
に
、
一
九
六
〇
年
代
と
い
う
歴
史
的
状
況
に
お
げ

る
世
界
創
造
的
次
元
の
諾
構
成
要
素
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
、
そ

れ
ら
の
宗
教
そ
れ
自
身
の
意
味
の
理
解
は
他
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。

二
　
一
九
五
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
的
危
機

　
本
節
で
は
一
九
五
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
が
直
面
し
た
歴
史
的
危
機
の
状
況
を

そ
の
歴
史
的
背
景
と
と
も
に
記
述
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
空
間
的
な
フ
回
ソ
テ
ィ
ア
は
一
九
世
紀
末
に
消
滅
し
た
。
世
紀

転
換
期
か
ら
の
産
業
の
工
業
化
、
経
済
の
資
本
主
義
化
、
海
外
膨
張
発
展
が
現

代
ア
メ
リ
ヵ
社
会
の
形
成
を
方
向
づ
け
て
き
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
始
ま
る
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機
械
文
明
は
ア
メ
リ
カ
杜
会
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
機
械
化
は
一
方
で

労
働
時
間
の
短
縮
を
も
た
ら
L
た
が
、
他
方
で
労
働
の
機
械
化
を
も
た
ら
し
た
。

ま
た
、
機
械
化
の
影
響
は
都
市
を
発
達
せ
し
め
、
そ
れ
に
伴
い
人
口
移
動
が
激

し
く
な
っ
た
。
一
九
二
九
年
の
大
恐
慌
は
初
期
ニ
ュ
ー
顯
デ
ィ
ー
ル
で
克
服
さ

れ
、
後
期
ニ
ュ
ー
画
デ
ィ
ー
ル
で
経
済
体
制
と
杜
会
構
造
の
改
良
が
進
め
ら
れ

た
。
・
」
れ
に
よ
っ
て
一
九
五
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
杜
会
は
形
成
さ
れ
た
。
第
二
次

世
界
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
は
ニ
ュ
ー
国
デ
ィ
ー
ル
以
来
の
杜
会
保
障
、
杜
会
福

祉
政
策
の
前
進
と
戦
争
が
も
た
ら
し
た
好
況
の
た
め
、
世
紀
転
換
期
以
来
進
行

し
て
い
た
杜
会
の
中
産
階
級
化
は
ま
す
ま
す
進
展
し
た
。
－
」
う
し
て
ア
メ
リ
カ

は
豊
か
な
杜
会
と
た
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
戦
後
の
好
況
に
よ
っ
て
人
口
の

増
大
と
郊
外
化
が
生
じ
た
。
郊
外
化
は
激
し
い
人
口
移
動
を
引
き
起
こ
し
た
。

郊
外
化
を
助
長
し
た
の
は
経
済
的
好
況
、
人
口
増
加
、
自
動
車
の
普
及
、
政
府

に
よ
る
工
場
の
分
散
、
住
宅
政
策
な
ど
で
あ
る
。
中
産
階
級
化
の
時
代
は
文
化

の
標
準
化
、
画
一
化
が
進
ん
だ
時
代
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
標
準
化
の
進
行
は
人

間
の
個
性
の
喪
失
を
意
味
し
て
い
た
。
人
々
は
大
量
消
費
杜
会
の
中
で
画
一
化

さ
れ
た
製
品
の
消
費
者
と
な
っ
た
。
マ
ス
画
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
は
文
化
の
函
一

化
に
貢
献
し
た
。
こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
は
戦
後
の
繁
栄
の
時
代
を
迎
え
つ
つ
、

そ
の
内
に
様
々
の
間
題
を
抱
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
変
化
に
伴
い
ア
メ
リ
カ
の
時
間
、
空
問
に
つ
い
て
の
意
識
も
大
き
く
変

化
し
た
と
思
わ
れ
る
。
産
業
化
、
工
業
化
し
た
杜
会
は
際
限
の
無
い
進
歩
を
目

的
と
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
そ
の
歴
史
意
識
は
キ
リ
ス
ト
教
的
終
末
論
と
は
異

な
る
目
的
の
無
い
直
線
的
時
問
意
識
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
杜
会
の
画

一
化
、
労
働
の
機
械
化
に
よ
っ
て
、
時
間
は
規
則
的
に
計
ら
れ
、
細
分
化
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

て
い
っ
た
。
真
木
に
ょ
れ
ぱ
、
こ
れ
は
時
問
か
ら
の
疎
外
の
状
況
で
あ
る
。
ま

た
、
工
業
化
固
資
本
主
義
化
し
た
ア
メ
リ
カ
杜
会
は
自
然
に
対
し
て
破
壊
的
で

あ
っ
た
。
工
業
化
は
人
問
と
自
然
と
の
有
機
的
連
関
を
断
ち
切
り
、
人
間
は
自

然
か
ら
も
疎
外
さ
れ
た
。
一
九
五
〇
年
代
の
豊
か
な
ア
メ
リ
カ
杜
会
に
生
き
る

人
間
は
機
械
化
に
よ
る
弧
独
と
文
化
の
画
一
化
に
よ
る
自
已
ア
イ
デ
ソ
テ
ィ
テ

ィ
の
喪
失
の
危
機
に
晒
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
、
杜
会
的
状
況
に
お
い
て
、
自
已
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
を
自
然
と
触
れ
合
う
こ
と
に
よ
り
回
復
し
、
自
已
の
表
現
を
始
め
た
人
々
が

ピ
ー
ト
の
詩
人
達
で
あ
っ
た
。

　
五
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
ぼ
一
方
で
、
P
宙
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に

プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
テ
ィ
ズ
ム
時
代
の
終
り
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、
他
方
で
、

D
画
ベ
ル
が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
終
焉
を
体
験
す
る
こ
と
に

（
u
）

な
る
。
産
業
の
工
業
化
、
機
械
化
の
進
展
に
伴
い
大
衆
杜
会
が
成
立
し
た
。
労

働
の
機
械
化
と
資
本
家
と
労
働
者
の
分
裂
の
状
況
は
生
の
不
安
に
包
ま
れ
た
大

衆
を
生
み
出
し
た
。
大
衆
が
直
面
す
る
具
体
的
現
実
は
杜
会
の
矛
盾
を
赤
裸
々

に
示
L
た
。
P
画
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ぱ
、
現
代
ア
メ
リ
カ
杜
会
は
生
の
究
極

的
意
味
を
支
え
る
究
極
的
関
心
を
喪
失
し
、
人
間
の
意
味
、
共
同
体
の
意
味
が

　
（
1
2
）

失
わ
れ
て
い
る
。
大
衆
杜
会
に
あ
っ
て
は
伝
統
的
形
態
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
テ
ィ

ズ
ム
は
も
は
や
人
々
に
生
の
意
味
を
根
拠
づ
げ
る
こ
と
は
出
来
な
く
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
D
画
ベ
ル
に
よ
れ
ぱ
、
五
〇
年
代
は
西
欧
の
イ
デ
オ
四
ギ
ー
が
枯

　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

渇
し
た
時
代
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
に
世
界
に
お
い
て
経
験

さ
れ
た
諾
事
件
は
西
欧
を
導
い
て
き
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
終
焉
を
も
た
ら
し
た
。

　
一
九
五
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
は
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
未
曽
有
の
経
済
的

繁
栄
を
享
受
す
る
と
と
も
に
、
内
的
矛
盾
を
抱
え
て
い
た
。
戦
後
の
ピ
リ
ー
曲

グ
ラ
ハ
ム
に
よ
る
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
の
如
く
宗
教
運
動
は
盛
ん
な
様
相
を
呈
し
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た
が
、
ア
メ
リ
カ
は
伝
統
的
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
テ
ィ
ズ
ム
の
枯
渇
と
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
の
終
焉
に
直
面
L
て
、
D
国
ベ
ル
が
述
べ
る
よ
う
に
時
間
と
空
間
の
方
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

性
が
喪
失
す
る
と
い
う
体
験
を
す
る
。
そ
の
意
味
す
る
と
・
」
ろ
は
歴
史
の
意
味

の
喪
失
で
あ
り
、
歴
史
の
恐
怖
で
あ
る
。
六
〇
年
代
の
様
々
の
宗
教
運
動
は
こ

の
危
機
を
克
服
す
る
道
を
模
索
す
る
運
動
と
L
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
　
周
縁
的
世
界
創
造
性

　
五
〇
年
代
の
歴
史
的
危
機
に
直
面
し
て
、
ア
メ
リ
カ
杜
会
の
構
造
を
支
え
て

き
た
既
成
の
キ
リ
ス
ト
教
は
、
W
宙
キ
ソ
グ
に
よ
れ
ぱ
、
第
一
次
世
界
大
戦
以

来
の
諾
事
件
の
経
験
に
よ
っ
て
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ
て
し
重
い
、
力
を
失
っ
て

　
（
1
5
）い

た
。
ア
メ
リ
カ
は
究
極
の
目
標
と
そ
れ
に
辿
り
着
く
道
を
失
っ
て
し
ま
っ
た

に
も
拘
わ
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
は
不
可
避
的
に
キ
リ
ス
ト
教
の
直
線
的
歴
史
世
界

の
継
承
者
で
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
的
直
線
的
歴
史
伝
統
は
、
工
業
化
、
機
械

化
、
都
市
化
し
た
ア
メ
リ
カ
杜
会
に
と
っ
て
、
「
悪
魔
的
た
形
態
」
を
と
っ
て

（
1
6
）

い
た
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
杜
会
の
構
造
中
に
は
も
は
や
新
た
な
世
界
を
創
造
す

る
力
を
失
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
だ
が
、
D
画
ベ
ル
が
述
べ
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

ユ
ー
ト
ピ
ア
の
希
求
は
存
続
L
て
い
た
。
換
言
す
れ
ぱ
、
R
二
一
i
バ
ー
が
述

べ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
終
末
論
的
待
望
は
ア
メ
リ
カ
に
ま
だ
存
続
し
て
い
た
と

　
　
　
（
1
8
）

考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
た
杜
会
的
画
歴
史
的
状
況
に
お
い
て
東
洋
起
源
の
諸
宗
教
は
ア
メ

リ
カ
杜
会
に
お
い
て
如
何
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ア
メ
リ
カ
の
東
洋
宗
教
の
ア
メ
リ
カ
宗
教
史
に
お
け
る
そ
の
位
置
を
体
系
的

に
論
じ
た
の
が
、
R
苗
ユ
ル
ウ
ッ
ド
の
『
も
う
一
つ
の
祭
壇
』
（
ト
N
“
§
§
ぎ
・

　
　
　
　
　
（
1
9
）

ト
N
ざ
葛
）
で
あ
る
。
R
個
エ
ル
ウ
ッ
ド
は
そ
の
著
作
の
中
で
宗
教
史
に
現
わ
れ

る
二
つ
の
宗
教
性
の
系
譜
を
あ
げ
て
、
ア
メ
リ
カ
宗
教
史
を
考
察
し
て
い
る
。

一
つ
は
杜
会
の
中
心
的
な
規
範
価
値
を
支
え
る
共
同
体
的
宗
教
で
あ
り
、
他
の

一
つ
は
杜
会
の
規
範
的
価
値
と
は
正
反
対
の
価
値
を
担
う
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ソ

的
宗
教
で
あ
る
。
後
者
は
杜
会
の
中
心
的
な
規
範
的
価
値
と
は
異
な
る
「
も
う

一
つ
の
選
択
肢
」
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
・
」
の
「
も
う
一
つ
の
選
択
肢
」
の

系
譜
は
共
同
体
的
宗
教
と
同
じ
く
ら
い
力
強
く
、
持
続
的
で
あ
り
、
あ
る
歴
史

的
状
況
に
お
い
て
杜
会
に
表
面
化
し
て
く
る
と
R
。
エ
ル
ウ
ッ
ド
は
述
べ
て
い

る
。
ア
メ
リ
カ
の
東
洋
宗
教
は
、
彼
に
よ
れ
ぱ
、
こ
の
「
も
う
一
つ
の
選
択

肢
」
の
系
譜
に
属
す
る
。
「
も
う
一
つ
の
選
択
肢
」
の
特
質
と
し
て
次
の
七
点

　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
、
杜
会
の
規
範
的
価
値
を
支
え
る
デ
ノ
ミ
ネ
ー
シ
罰

ソ
と
は
競
合
関
係
に
な
い
。
二
、
デ
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ソ
と
は
異
た
り
杜
会
全
体

に
影
響
を
与
え
る
。
三
、
指
導
者
は
カ
リ
ス
マ
的
で
あ
る
。
四
、
杜
会
で
孤
独

た
人
々
や
あ
る
階
層
に
影
響
を
与
え
る
。
五
、
選
ぼ
れ
た
人
の
み
が
知
る
こ
と

の
で
き
る
或
る
智
慧
を
伝
え
る
。
六
、
世
界
の
創
造
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
な

く
、
常
に
新
し
く
な
る
宇
宙
に
つ
い
て
語
る
。
七
、
ユ
ダ
ヤ
。
キ
リ
ス
ト
教
的

伝
統
が
軽
視
し
て
き
た
宇
宙
的
宗
教
の
再
生
が
見
ら
れ
る
。
R
苗
エ
ル
ウ
ッ
ド

は
ア
メ
リ
カ
の
東
洋
宗
教
は
「
も
う
一
つ
の
選
択
肢
」
が
歴
史
的
状
況
に
応
じ

て
表
面
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
杜

会
の
規
範
的
価
値
を
支
え
る
デ
ノ
ミ
ネ
ー
ツ
ヨ
ン
と
は
異
な
る
と
述
べ
て
い
る
。

L
か
し
、
何
故
、
歴
史
的
危
機
の
状
況
の
只
申
で
杜
会
の
構
造
を
支
え
る
キ
リ

ス
ト
教
的
伝
統
と
は
異
な
る
活
発
な
宗
教
運
動
が
周
縁
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
何
故
、
杜
会
の
構
造
中
に
お
い
て
で
は
た
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

R
。
エ
ル
ウ
ッ
ド
は
こ
の
点
に
つ
い
て
は
明
確
な
答
え
を
提
出
し
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
東
洋
宗
教
の
意
味
を
杜
会
的
機
能
の
見
地
か
ら
論
じ
た
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（
2
1
）

の
が
G
画
メ
ル
ト
ン
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ぼ
、
ア
メ
リ
カ
の
東
洋
宗
教
は
カ
ル

ト
と
し
て
類
別
さ
れ
る
。
そ
L
て
、
杜
会
に
お
い
て
果
た
し
て
い
る
そ
の
機
能

に
着
目
す
る
と
、
そ
れ
は
、
一
度
杜
会
か
ら
逸
脱
し
た
人
々
を
杜
会
に
再
統
合

す
る
機
能
を
果
た
L
て
い
る
・
」
と
が
わ
か
る
。
カ
ル
ト
に
所
属
す
る
メ
ソ
バ
ー

の
動
向
を
調
べ
て
見
る
と
、
多
く
の
メ
ン
バ
ー
は
流
動
的
で
あ
り
、
大
部
分
の

メ
ン
バ
ー
は
再
び
杜
会
に
戻
っ
て
い
く
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
メ

リ
カ
杜
会
に
お
け
る
そ
の
宗
教
の
機
能
に
着
目
し
て
、
ア
メ
リ
ヵ
の
宗
教
と
し

て
の
東
洋
宗
教
の
意
味
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
た
が
ら
、
宗
教
の
杜
会

に
お
げ
る
機
能
の
み
を
論
ず
る
の
は
、
H
固
ペ
ナ
ー
が
言
う
よ
う
に
、
宗
教
を

宗
教
た
ら
し
め
て
い
る
次
元
に
触
れ
ず
に
、
そ
の
二
次
的
産
物
を
あ
つ
か
っ
て

　
　
　
　
　
（
2
2
）

い
る
に
過
ぎ
な
い
。
た
と
え
機
能
的
に
杜
会
に
再
統
合
し
て
い
て
も
、
そ
の
創

造
的
次
元
、
特
に
、
C
宙
原
ソ
グ
が
重
要
視
す
る
宗
教
の
側
面
、
則
ち
、
宗
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

に
よ
っ
て
顕
わ
に
さ
れ
る
新
た
な
実
在
の
形
式
の
意
味
に
着
目
す
る
な
ら
ぼ
、

も
は
や
、
そ
こ
に
生
き
ら
れ
る
世
界
は
以
前
の
旧
い
世
界
と
は
異
な
る
新
た
な

世
界
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
故
、
単
に
宗
教
の
杜
会
に
お
け
る
機
能
だ

げ
で
は
な
く
、
そ
れ
が
顕
わ
に
す
る
新
た
な
世
界
創
造
的
次
元
の
意
味
を
理
解

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
し
か
L
た
が
ら
、
何
故
、
周
縁
た
の
か
。
何
故
、
杜
会
の
構
造
内
で
は
な
い

の
か
。
R
国
エ
ル
ゥ
ッ
ド
に
せ
よ
G
国
メ
ル
ト
ン
に
せ
よ
、
こ
の
点
に
つ
い
て

は
明
ら
か
に
L
て
い
な
い
。
そ
れ
故
、
周
縁
性
の
意
味
を
再
び
明
ら
か
に
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
ま
ず
、
周
縁
性
に
っ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
周
縁
性
の
議
論
は
ヴ
ァ
ソ
宙
ジ

　
　
　
　
　
（
批
）

エ
ネ
ッ
プ
に
遡
る
。
彼
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
通
過
儀
礼
を
三
っ
の
段

階
に
分
け
た
。
第
一
段
階
は
杜
会
か
ら
の
離
脱
、
第
二
段
階
は
境
界
状
況
、
第

三
段
階
は
杜
会
へ
の
再
統
合
で
あ
る
。
V
曲
タ
ー
ナ
i
は
ジ
ェ
ネ
ッ
プ
が
指
摘

し
た
第
二
段
階
の
境
界
状
況
に
特
に
注
目
し
て
、
境
界
状
況
に
お
い
て
実
現
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

れ
る
コ
ム
ニ
タ
ス
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
儀
礼
の
中
心
的
段
階
に
お

げ
る
境
界
状
況
に
お
い
て
杜
会
の
構
造
の
逆
転
が
生
み
出
さ
れ
る
。
そ
れ
故
、

周
縁
性
は
杜
会
の
構
造
を
正
反
対
に
し
た
も
の
、
つ
ま
り
反
構
造
と
し
て
体
験

さ
れ
る
。
し
か
も
、
境
界
状
況
は
、
M
宙
エ
リ
ア
ー
デ
に
よ
れ
ば
、
死
と
再
生

の
体
験
の
場
で
あ
り
、
そ
こ
に
お
い
て
の
み
神
秘
の
顕
現
が
可
能
と
た
る
場
で

（
2
6
）

あ
る
。
境
界
状
況
に
お
け
る
聖
な
る
も
の
の
体
験
に
に
よ
っ
て
新
た
な
世
界
が

啓
示
さ
れ
、
杜
会
に
再
統
合
さ
れ
る
時
は
新
た
な
人
問
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
六
〇
年
代
の
東
洋
宗
教
の
周
縁
性
の
意
味
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
何
故
、

六
〇
年
代
の
宗
教
運
動
が
周
縁
的
で
あ
る
の
か
。
そ
の
歴
史
的
意
義
は
何
で
あ

ろ
う
か
。

　
戦
後
の
リ
バ
イ
バ
ル
を
A
。
ウ
ォ
ー
レ
ス
の
文
化
の
再
活
性
化
運
動
の
理
論

　
　
　
（
2
7
）

を
用
い
て
、
リ
バ
イ
バ
ル
の
一
環
と
し
て
東
洋
宗
教
の
意
味
を
検
討
し
た
W
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

マ
ク
ロ
ー
リ
ソ
に
従
っ
て
、
六
十
年
代
の
東
洋
宗
教
の
周
縁
性
の
意
味
を
理
解

す
る
た
め
に
、
文
化
の
再
活
性
化
運
動
の
議
論
を
参
照
し
て
み
る
。

　
ウ
ォ
ー
レ
ス
の
理
論
を
検
討
し
て
み
る
と
新
た
な
世
界
に
つ
い
て
の
啓
示
を

受
げ
る
予
言
者
の
位
置
は
境
界
状
況
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
の
議
論
は
宗

教
的
創
造
性
の
次
元
を
文
化
の
安
定
と
い
う
面
か
ら
の
み
論
じ
て
い
る
と
い
う

欠
点
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歴
史
的
連
関
に
お
い
て
宗
教
の
創
造
的
次
元

を
看
取
す
る
の
に
有
効
で
あ
る
。
周
縁
か
ら
の
創
造
は
新
た
な
世
界
の
創
造
で

あ
り
、
旧
い
杜
会
の
構
造
と
は
異
な
る
世
界
の
創
造
で
あ
る
。
そ
れ
は
杜
会
の

構
造
が
揺
ら
ぐ
時
に
杜
会
の
周
縁
か
ら
生
ま
れ
る
創
造
で
あ
る
。
L
か
し
、
こ
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の
杜
会
の
周
縁
か
ら
の
創
造
は
世
界
の
再
創
造
の
ひ
と
っ
の
タ
ィ
ブ
で
あ
り
す

べ
て
で
な
い
。
杜
会
の
構
造
が
揺
れ
動
く
時
、
杜
会
の
伝
統
に
回
帰
す
る
こ
と

に
よ
り
、
杜
会
を
再
構
築
し
よ
う
と
す
る
運
動
も
あ
る
。
と
こ
ろ
が
五
〇
年
代

ア
メ
リ
カ
は
既
に
述
べ
た
通
り
歴
史
的
危
機
に
直
面
し
て
い
た
。
P
画
テ
ィ
リ

ッ
ヒ
が
述
ぺ
て
い
る
よ
う
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
テ
ィ
ズ
ム
の
時
代
の
終
り
で
あ
り
、

D
曲
ベ
ル
が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
イ
デ
オ
艀
ギ
i
の
終
焉
を
体
験
し
た
時
代
で

あ
る
。
回
帰
す
べ
き
伝
統
を
喪
失
L
た
時
代
で
あ
っ
た
。
確
か
に
多
く
の
伝
統

を
継
承
す
る
宗
教
運
動
が
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
ら
東
洋
宗
教
に
関
わ
る
人
々
の

割
合
ぼ
全
体
か
ら
見
れ
ぼ
徴
々
た
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
歴

史
的
危
機
の
状
況
お
い
て
周
縁
的
宗
教
運
動
が
生
じ
た
・
」
と
の
意
味
は
深
く
理

解
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
六
〇
年
代
の
周
縁
的
宗
教
運
動
は
第
一
に
構
造
内
の
既
製
の
宗
教
伝
統
に
歴

史
的
危
機
を
克
服
す
る
世
界
の
再
創
造
の
根
源
を
求
め
な
か
っ
た
運
動
で
あ
る
。

そ
れ
は
既
製
の
宗
教
伝
統
の
宗
教
と
し
て
の
カ
が
枯
渇
し
て
い
る
こ
と
を
意
味

す
る
。
そ
れ
故
、
単
に
「
も
う
一
つ
の
選
択
肢
」
の
歴
史
的
表
面
化
と
い
う
だ

け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
ま
た
、
構
造
の
反
構
造
と
い
う
だ
げ
で
も
足
り
な
い
。

何
よ
り
も
新
た
な
世
界
の
創
造
に
よ
る
歴
史
的
危
機
の
克
服
を
目
指
し
た
、
新

た
な
時
間
宙
空
間
の
方
向
づ
け
（
◎
ま
鼻
註
◎
）
、
新
た
た
価
値
の
創
造
を
求
め

る
周
縁
的
宗
教
運
動
と
L
て
理
解
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
そ
れ
が
D
。
ベ
ル
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
希
求
の
下

で
、
換
言
す
れ
が
、
終
末
論
的
待
望
の
下
で
周
縁
に
お
い
て
為
さ
れ
て
い
る
・
」
．

と
に
重
要
な
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四
　
東
洋
宗
教
の
周
縁
的
世
界
創
造
的
次
元
の
諾
契
機

　
五
〇
年
代
の
歴
史
的
危
機
の
克
服
を
目
指
し
た
諾
周
縁
的
宗
教
運
動
の
中
で

東
洋
宗
教
は
重
要
な
位
置
を
占
め
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
は
何
で
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
お
い
て
六
〇
年
代
の
周
縁
的
宗
教
運
動
と
し
て
の
東

洋
宗
教
の
意
味
を
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
先
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
宗
教
と
し
て

の
性
格
を
理
解
す
る
為
に
従
来
論
じ
ら
れ
て
き
て
い
る
ア
メ
リ
カ
宗
教
の
一
般

的
特
質
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

　
S
：
ミ
ー
ド
に
よ
れ
ぼ
、
ア
メ
リ
カ
の
宗
教
を
特
徴
づ
げ
る
第
一
の
要
素
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

ア
メ
リ
カ
の
宗
教
的
空
間
で
あ
る
。
自
由
に
移
動
す
る
こ
と
の
で
き
る
空
問
は

ア
メ
リ
カ
宗
教
の
行
動
性
、
自
発
性
を
育
て
た
。
ア
メ
リ
カ
の
宗
教
的
空
間
は
、

井
門
に
よ
れ
ぼ
、
第
一
に
地
理
的
空
間
と
し
て
、
第
二
に
ア
メ
リ
カ
の
地
理
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

空
間
を
宗
教
的
空
問
と
し
て
支
え
た
精
神
的
空
問
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
第
一

の
地
理
的
空
問
は
、
自
ら
の
宗
教
的
信
念
に
基
づ
く
共
同
体
を
築
く
こ
と
を
可

能
と
し
、
自
由
に
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
空
間
的
広
さ
を
意
味
す
る
。
第
二

の
精
神
的
空
間
は
、
次
の
三
点
か
ら
た
る
。
第
一
は
移
民
が
当
初
か
ら
心
に
秘

め
て
い
た
少
数
者
意
識
か
ら
く
る
平
等
へ
の
権
利
意
識
。
第
二
は
ピ
ュ
ー
リ
タ

ソ
が
母
国
か
ら
持
ち
込
ん
だ
聖
俗
分
離
意
識
。
第
三
は
第
一
と
第
二
の
要
因
の

結
合
か
ら
生
重
れ
た
麓
合
に
関
す
る
理
想
。
以
上
の
よ
う
な
宗
教
的
空
間
を
そ

の
特
質
と
す
る
ア
メ
リ
カ
宗
教
は
、
憲
法
に
お
い
て
は
自
歯
と
平
等
を
約
東
し
、

宗
教
集
団
論
的
に
は
ア
メ
リ
カ
特
有
の
宗
教
集
団
の
形
態
デ
ノ
、
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。

　
デ
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
形
成
に
は
、
R
個
二
ー
バ
ー
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
班
）

多
く
の
文
化
的
、
杜
会
的
要
因
が
働
い
た
。
そ
し
て
、
・
」
れ
ら
の
ア
メ
リ
カ
宗

眺



教
の
特
質
で
あ
る
デ
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ュ
ソ
を
形
成
し
た
共
通
で
固
有
の
宗
教
肘
方

動
性
は
神
の
国
の
実
現
の
待
望
で
あ
る
。
そ
れ
は
終
末
論
的
待
望
に
導
か
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

世
界
創
造
的
運
動
で
あ
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旧
い
世
界
を
捨
て
て
移
民
し
た
ピ
ュ
ー
リ
タ
ソ
は
ア
メ
リ
カ

に
神
の
国
の
実
現
を
求
め
て
来
た
。
彼
ら
は
信
仰
共
同
体
の
建
設
の
夢
を
果
た

せ
な
か
っ
た
ヨ
i
ロ
ヅ
バ
か
ら
新
大
陸
に
渡
り
、
そ
こ
に
神
の
国
を
築
き
上
げ

よ
う
と
L
た
と
言
わ
れ
る
。
M
ニ
リ
ア
ー
デ
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
地
上
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

楽
園
建
設
の
夢
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
起
源
を
持
つ
。
大
航
海
時
代
の
人
々
を
包
ん

で
い
た
雰
囲
気
は
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
全
体
が
更
新
さ
れ
る
べ
き
時
が
問
近
に

追
っ
て
い
る
と
い
う
終
末
論
的
待
望
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
地
上
の
楽
園
に
回
帰

す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
聖
書
に
示
さ
れ
た
神
話
的
始
源
の
諾
々
の
出
来
事
の
反

復
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
と
い
う
信
仰
で
あ
っ
た
。
更
に
、
彼
に
よ
れ
ば
、
こ

の
地
上
の
楽
園
建
設
の
夢
は
ル
ネ
ッ
サ
ソ
ス
に
復
活
さ
れ
た
エ
ジ
プ
ト
の
太
陽

信
仰
の
シ
ソ
ボ
リ
ズ
ム
と
結
び
つ
き
、
太
陽
の
遺
の
比
楡
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら

ア
メ
リ
カ
ヘ
の
移
住
が
説
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
神
の
国
の
実
現
を
待

望
す
る
終
末
論
的
待
望
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
後
に
は
歴
史
に
お
け
る
神
の
啓
示

に
基
づ
く
直
線
的
歴
史
意
識
が
あ
っ
た
。
歴
史
は
単
な
る
時
間
の
流
れ
で
は
な

く
、
神
の
圏
の
建
設
、
最
後
の
審
判
を
目
指
し
て
い
る
目
的
的
な
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
歴
史
の
申
で
ピ
ュ
ー
リ
タ
ソ
は
白
已
を
神
の
歴
史
の
担
い
手
と

し
て
、
選
ば
れ
た
者
と
L
て
理
解
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
終
末
論
的
待
望
は
ピ

ュ
ー
リ
タ
ソ
を
積
極
的
に
神
の
国
の
建
設
に
乗
り
出
さ
せ
も
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
世
界
創
造
は
、
自
已
の
宗
教
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ソ
の
実
現
は
不
可

能
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
旧
い
世
界
を
捨
て
る
終
末
論
的
待
望
に
導
か
れ
た
荒

野
へ
の
使
命
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
た
の
は
ア
メ
リ
カ
の
広
大
な

空
間
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
突
き
動
か
し
た
の
ぽ
終
末
論
的
待
望
で
あ
っ
た
ひ
旧

い
世
界
を
捨
て
て
、
新
た
た
世
界
を
創
造
し
よ
う
試
み
る
周
縁
的
創
造
は
ア
メ

リ
カ
の
宗
教
伝
統
に
固
有
で
あ
る
。

　
さ
て
、
ア
メ
リ
カ
宗
教
の
一
般
的
特
質
を
述
べ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
神
の
啓

示
に
基
づ
く
新
た
な
時
問
、
空
間
の
方
向
づ
げ
と
新
た
た
価
値
の
実
現
を
追
及

す
る
キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統
に
回
帰
す
る
世
界
創
造
性
と
言
え
る
。
或
い
は
父
た

る
神
の
宗
教
的
希
求
に
よ
る
世
界
創
造
と
い
え
る
。
・
」
れ
と
共
に
、
ア
メ
リ
カ

に
は
自
然
に
聖
な
る
も
の
の
体
験
を
求
め
る
世
界
創
造
性
の
伝
統
も
あ
る
。
そ

れ
は
エ
マ
ー
ソ
ソ
に
代
表
さ
れ
る
ト
ラ
ン
ス
セ
ソ
デ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
伝
統
で
あ

る
。
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
的
な
直
線
的
時
間
と
は
対
立
す
る
、
自
然
の
有
機
的

連
環
か
ら
成
る
空
間
と
円
環
的
時
問
か
ら
構
成
さ
れ
る
世
界
創
造
の
伝
統
で
あ

る
。
創
造
者
で
あ
る
父
な
る
神
を
希
求
す
る
キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統
と
自
然
の
大

い
な
る
永
遠
回
帰
に
聖
な
る
も
の
を
求
め
る
宗
教
性
と
の
挑
戦
と
応
答
が
ア
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

リ
カ
宗
教
を
特
徴
づ
け
る
も
う
一
つ
の
要
素
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

　
以
上
述
べ
た
ア
メ
リ
カ
宗
教
の
一
般
的
特
質
は
ア
メ
リ
カ
の
宗
教
と
し
て
の

東
洋
宗
教
の
意
味
を
考
え
る
時
重
要
で
あ
る
。
特
に
一
九
五
〇
年
代
に
西
欧
を

導
い
て
き
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
i
が
終
焉
L
、
新
た
た
世
界
創
造
を
追
究
す
る
運
動

が
周
縁
で
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
終
末
論
的
待
望
の
宗
教
的
構
造

の
中
で
東
洋
起
源
の
諸
宗
教
の
意
味
が
把
握
さ
れ
て
い
た
点
は
重
要
で
あ
る
。

し
か
も
ア
メ
リ
カ
の
東
洋
宗
教
と
い
う
宗
教
現
象
の
構
造
を
考
え
て
み
る
と
、

東
洋
宗
教
を
ア
メ
リ
カ
に
伝
え
た
人
々
は
自
身
の
宗
教
伝
統
を
宣
教
し
に
来
た

の
で
あ
る
。
彼
ら
の
宣
教
が
基
礎
と
た
り
、
ア
メ
リ
カ
の
新
宗
教
と
し
て
の
東

洋
宗
教
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
文
化
接
触
の
状
況
に
お
い
て

伝
え
ら
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
宗
教
伝
統
に
属
さ
な
い
東
洋
宗
教
は
他
者
性
と
し
て
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の
構
造
を
維
持
し
つ
つ
終
末
論
的
待
望
の
中
で
そ
の
意
味
が
把
握
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
東
洋
宗
教
と
い
う
宗
教
現
象
は
連
続
と
断
絶
の
緊

張
を
含
む
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
別
の
視
点
か
ら
言
え
ぼ
、
東
洋
宗
教
の

ア
メ
リ
カ
化
の
間
題
で
あ
り
、
宗
教
の
普
遍
的
構
造
性
と
文
化
的
或
は
歴
史
的

特
殊
性
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
間
題
が
含
ま
れ
て
い
る
・
」
と
を
念
頭
に

置
き
つ
つ
、
ア
メ
リ
カ
の
東
洋
宗
教
の
周
縁
的
世
界
創
造
性
の
諸
契
機
を
考
察

L
て
み
る
。

　
先
ず
、
本
論
の
考
察
の
対
象
で
あ
る
移
民
の
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

支
え
る
民
族
宗
教
の
境
界
を
越
え
る
宗
教
集
団
と
し
て
の
東
洋
宗
教
の
諾
特
徴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

は
、
荒
木
に
よ
れ
ば
、
次
の
九
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
一
、
杜
会
の
主
要
た
文

化
、
宗
教
の
悲
観
的
、
黙
示
録
的
様
相
と
は
異
な
り
、
人
生
と
世
界
の
楽
観
的

様
相
を
示
し
て
い
る
。
二
、
そ
の
神
秘
的
二
兀
論
的
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て

い
る
特
徴
。
三
、
直
接
的
体
験
に
よ
る
人
格
の
変
容
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
。

四
、
実
在
の
内
在
性
に
つ
い
て
の
主
張
。
五
、
個
人
の
救
済
の
強
調
。
六
、
特

徴
的
な
イ
ニ
シ
ェ
ー
シ
ョ
ソ
の
儀
礼
の
過
程
を
持
つ
。
七
、
カ
リ
ス
マ
的
指
導

老
を
中
心
と
す
る
実
存
的
共
同
体
を
形
成
し
て
い
る
。
八
、
聖
な
る
中
心
は
東

洋
に
、
「
境
界
の
外
に
」
（
O
鼻
手
9
①
）
に
あ
る
。
九
、
宗
教
的
教
義
と
実
践
に

付
随
し
て
様
々
の
東
洋
の
文
化
を
持
ち
込
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
が
ア
メ
ヅ
カ
の

東
洋
宗
教
に
共
通
の
周
縁
的
創
造
性
を
構
成
す
る
重
要
た
諸
特
徴
で
あ
る
。
荒

木
の
視
点
は
移
民
の
ア
イ
デ
ソ
テ
ィ
テ
ィ
を
支
え
る
民
族
宗
教
と
そ
の
境
界
を

越
え
る
宗
教
、
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
に
一
般
的
な
文
化
的
、
杜
会
的
影
響
を
与

え
て
い
る
各
次
元
の
東
洋
宗
教
の
特
徴
を
類
型
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
｝
」
の
制
約
に
も
拘
わ
ら
ず
ア
メ
リ
カ
に
お
げ
る
他
老
性
と
し
て
の

東
洋
宗
教
の
構
造
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
W
蜆
キ
ソ
グ
は
現
代
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

メ
リ
カ
に
訴
え
る
東
洋
宗
教
の
魅
力
と
し
て
次
の
三
点
を
挙
げ
て
い
る
。
一
、

東
洋
の
宗
教
的
、
哲
学
的
用
語
の
柔
軟
性
。
二
、
自
然
及
び
生
命
と
の
緊
密
か

つ
有
機
的
な
関
係
に
対
す
る
東
洋
特
有
の
意
識
。
三
、
真
理
を
体
得
す
る
た
め

の
冥
想
的
修
業
法
。
W
宙
キ
ソ
グ
は
東
洋
宗
教
の
影
響
は
ア
メ
リ
カ
宗
教
全
体

か
ら
み
れ
ぼ
徴
々
た
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
つ
つ
、
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
背

後
に
は
ア
メ
リ
カ
杜
会
の
変
化
、
機
械
化
に
よ
る
自
然
の
破
壊
、
既
製
の
キ
リ

ス
ト
教
的
形
態
の
頓
挫
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

　
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
東
洋
宗
教
の
他
老
性
の
構
造
を
ア
メ
リ
カ
の
伝
統
を
形

成
し
支
え
て
き
た
キ
リ
ス
ト
教
の
そ
れ
と
対
比
し
て
そ
の
意
味
を
考
察
し
て
み

よ
う
。

　
先
づ
、
著
し
い
差
異
は
、
時
間
と
空
問
或
は
自
然
に
与
え
ら
れ
て
い
る
意
味

付
げ
が
異
た
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
を
形
成
し
、
そ
の

中
心
的
価
値
を
支
え
て
き
た
キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統
に
お
い
て
は
、
歴
史
に
お
け

る
神
の
啓
示
に
聖
な
る
意
味
が
あ
り
、
空
間
に
或
は
自
然
に
は
聖
た
る
意
味
を

認
め
な
い
。
聖
な
る
中
心
は
歴
史
の
中
に
、
イ
エ
ス
u
キ
リ
ス
ト
に
見
い
だ
さ

れ
る
の
で
あ
り
、
空
間
的
事
物
は
、
特
に
自
然
は
人
問
が
利
用
で
き
る
物
の
集

合
と
し
て
し
か
意
味
を
持
た
な
い
。
｝
」
れ
に
対
し
て
、
東
洋
宗
教
は
空
問
に
、

自
然
（
或
は
宇
宙
）
と
一
体
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
聖
な
る
中
心
を
獲
得
す

る
こ
と
を
目
指
す
の
で
あ
る
。
時
問
は
円
環
的
で
あ
り
、
寧
ろ
、
破
棄
さ
れ
超

克
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

　
両
者
の
差
異
は
各
々
の
聖
た
る
体
験
を
表
す
中
心
の
象
徴
の
形
態
に
も
見
ら

れ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
伝
統
を
形
成
し
支
え
て
き
た
キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統
に
お
い

て
は
聖
書
の
言
葉
が
神
の
啓
示
で
あ
り
、
総
て
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
東
洋
宗

教
に
お
い
て
は
言
葉
で
は
表
現
不
可
能
な
、
直
接
的
体
験
に
よ
っ
て
体
得
さ
れ
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る
。
｝
」
の
差
異
は
ア
メ
リ
カ
的
特
徴
と
相
ま
っ
て
、
宗
教
体
験
の
実
践
的
表
現
、

杜
会
学
的
表
現
の
次
元
に
お
い
て
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
実
践
的
表
現
の
次
元

で
は
、
特
に
プ
縢
テ
ス
タ
ソ
ト
教
会
で
は
信
徒
の
集
合
で
あ
る
教
会
に
お
げ
る

牧
師
の
説
教
を
中
心
と
し
て
営
ま
れ
る
の
に
対
し
て
、
東
洋
宗
教
で
は
グ
ル
で

あ
る
カ
リ
ス
マ
的
指
導
者
に
よ
る
信
者
の
指
導
が
冥
想
を
通
じ
て
の
体
験
を
目

指
し
て
営
ま
れ
る
。
杜
会
学
的
表
現
の
次
元
で
は
キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統
が
ア
メ

リ
カ
の
杜
会
的
価
値
を
デ
ノ
ミ
ネ
i
シ
ョ
ソ
を
形
成
す
る
の
に
対
し
て
、
周
縁

的
場
に
存
続
す
る
多
く
の
東
洋
宗
教
は
グ
ル
を
中
心
と
す
る
共
同
体
を
形
成
し

て
い
る
。

　
・
」
の
よ
う
に
周
縁
的
宗
教
と
L
て
の
東
洋
宗
教
は
ア
メ
リ
カ
の
既
製
の
キ
リ

ス
ト
教
的
伝
統
と
は
著
し
く
異
た
る
宗
教
的
構
造
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
一

九
五
〇
年
代
の
歴
史
的
危
機
に
直
面
し
た
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
周
縁
的
世
界

創
造
性
を
発
揮
し
た
。
周
縁
的
宗
教
と
し
て
の
東
洋
宗
教
は
、
時
間
の
意
味
付

け
の
間
題
で
は
人
間
と
自
然
の
一
体
化
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
無
目
的
で

際
限
の
無
い
都
市
の
直
線
的
時
間
に
対
L
て
、
人
問
が
生
き
る
時
間
と
世
界
の

時
問
と
の
統
合
を
可
能
に
L
た
。
空
間
の
意
味
付
け
の
間
題
で
は
人
間
と
自
然

が
一
体
化
す
る
こ
と
に
よ
り
有
意
味
な
世
界
連
関
の
回
復
を
可
能
に
し
た
。
ま

た
、
杜
会
学
的
次
元
で
は
カ
リ
ス
マ
的
指
導
老
を
中
心
と
す
る
共
同
体
的
関
係

の
形
成
を
可
能
に
し
た
。
こ
の
よ
う
に
人
間
が
生
き
る
世
界
の
諾
構
成
要
素
が

相
互
に
連
関
を
保
つ
世
界
の
創
造
の
可
能
性
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
五
〇
年
代
の
歴
史
的
危
機
の
克
服
を
目
指
す
周
縁
的
宗
教
運
動

と
L
て
の
東
洋
宗
教
は
人
問
の
時
間
、
空
間
、
自
然
そ
L
て
杜
会
と
の
関
係
に

お
い
て
有
意
味
的
な
関
係
が
可
能
と
な
る
新
た
な
世
界
の
実
現
を
示
L
た
し
、

ま
た
そ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ぽ
、
そ
九
は
座
禅
が
世
界
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

造
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。
し
か
も
こ
の
新
た
な
世
界

創
造
は
文
化
接
触
の
状
況
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
に
自
身
の
宗
教
伝
統
を
伝
え

た
グ
ル
或
は
カ
リ
ス
マ
的
指
導
者
の
他
者
性
に
根
拠
づ
げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ

ら
は
尚
且
つ
終
末
論
的
待
望
の
下
で
周
縁
的
世
界
創
造
性
を
展
開
す
る
新
宗
教

と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
新
宗
教
と
し
て
の
こ
れ
ら
の
東
洋
宗
教
の
意
味
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
ア
メ
リ

カ
宗
教
史
の
中
で
新
宗
教
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
モ
ル
モ
ソ
教
、
エ
ホ
バ
の
証
人

　
　
　
　
（
3
8
）

等
と
比
べ
る
と
、
こ
れ
ら
が
各
々
の
歴
史
的
間
題
に
直
面
し
つ
つ
キ
リ
ス
ト
教

的
伝
統
の
中
に
あ
る
世
界
創
造
性
の
根
源
に
回
帰
す
る
｝
」
と
に
よ
り
新
た
な
世

界
創
造
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
て
、
周
縁
的
世
界
創
造
性
を
担
う
東

洋
宗
教
は
ア
メ
リ
カ
の
伝
統
の
外
に
あ
る
中
心
に
基
づ
く
、
換
言
す
れ
ば
、
他

者
性
を
中
心
と
す
る
新
宗
教
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
他
者
性
の
宗
教
的
構
造

に
は
終
末
論
的
モ
チ
ー
フ
が
無
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
終
末
論
的
待

望
の
中
で
そ
の
意
味
が
把
握
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
で
も

た
く
東
洋
で
も
た
い
。
し
か
し
そ
れ
ら
両
方
で
あ
る
と
い
う
緊
張
を
孕
ら
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

構
造
を
担
っ
て
い
る
。
更
に
、
L
。
モ
ア
に
よ
る
と
、
杜
会
の
各
分
野
で
エ
リ

i
ト
的
な
立
場
に
い
る
人
々
が
多
数
所
属
L
て
い
る
諸
教
派
で
あ
る
メ
イ
ソ
ラ

イ
ソ
教
会
と
は
異
な
る
宗
教
的
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
が
形
成

さ
れ
て
き
た
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ぼ
、
歴
史
的
危
機
の
状
況
に
あ
っ
て
、
東
洋

宗
教
の
他
者
性
に
旧
い
世
界
を
破
棄
し
新
た
た
世
界
創
造
の
根
源
を
求
め
、
そ

れ
に
基
づ
く
新
た
な
世
界
創
造
を
試
み
る
諾
周
縁
的
運
動
は
ア
メ
リ
カ
的
伝
統

に
根
ざ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
「
迷
え
る
」
姿
で
は
な

（
蜘
）

く
、
歴
史
的
危
機
の
克
服
を
目
指
す
他
者
性
に
基
づ
い
た
新
た
な
世
界
創
造
を

模
索
す
る
宗
教
的
営
み
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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び

　
以
上
、
一
九
五
〇
年
代
の
歴
史
的
危
機
の
状
況
と
六
〇
年
代
に
展
開
さ
れ
た

諸
周
縁
的
宗
教
運
動
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
一
般
的

た
視
野
か
ら
の
考
察
に
留
ど
濠
り
、
個
別
の
問
題
に
つ
い
て
詳
細
た
議
論
を
行

う
｝
」
と
が
で
き
康
か
っ
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
東
洋
宗
教
の
様
々
の
類
型
に

つ
い
て
も
言
及
す
る
一
」
と
た
く
議
諭
を
行
っ
た
た
め
に
、
具
体
的
な
考
察
に
乏

し
く
、
抽
象
的
な
議
諭
に
終
始
L
た
。
今
後
は
個
々
の
具
体
的
た
事
例
に
則
L

た
、
現
代
ア
メ
リ
カ
が
直
面
し
て
い
る
様
々
の
間
題
に
対
す
る
独
自
の
見
解
の

意
味
、
各
々
の
カ
リ
ス
マ
的
指
導
者
の
特
殊
性
、
内
に
含
ま
れ
る
連
続
と
断
絶

の
緊
張
の
展
開
た
ど
の
個
別
の
意
義
に
つ
い
て
詳
細
な
考
察
が
課
題
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
更
に
ア
メ
リ
カ
宗
教
の
全
体
的
構
造
に
お
げ
る
そ
の
意
味

の
解
明
が
大
き
た
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
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